


東邦大学医学部大森病院リプロダクションセンター内にある思春期相談室を訪れる男子思

春期患者の多くは性に関する悩みを持っており、その悩みの中でインポテンスの頻度が高

い。思春期男子のインポテンスの原因の大半が正しい性知識の不足によるものである。わ

が国では性情報が氾濫している中で正しい性教育がなされていないために、どの性情報が

正しいのか性経験のない思春期男子にとっては判断が困難であり、それら氾濫する性情報

と比較して自分の性器や性機能が劣っているのではないかと誤解することによって発症し

ているケースが殆どである。このようなケースには正しい性知識を与えることは勿論であ

るが、それと同時に性機能を客観的に診断し、器質的な異常がないことを証明しないと患

者を納得させることはできない。 


